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[1] 次の値を求めよ．ただし ξ は実数である．∫ ∞

−∞
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x2
e−ixξ dx.

[2] 次の条件をすべて満たすR上の関数 f(x)の例を挙げよ．ただし考えている測度
は Lebesgue 測度である．
(1) f(x)はR上，連続である．
(2) f(x)はR上，可積分である．
(3) f̂(ξ)はR上，可積分でない．

[3] f, g ∈ S(R)ならば f ∗ g ∈ S(R) であることを示せ．ただし S(R) は，R 上の急
減少関数の空間である

[4] 次の命題は正しいか．正しければ証明し，誤っていれば反例を挙げよ．ただし
S(R) は，R 上の急減少関数の空間である．
f ∈ S(R), g ∈ L1(R) ならば f ∗ g ∈ S(R) である．


